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(1)隙間に隠れているクモ
ミヤグモ　神社や寺院のハメ板の隙間など
に管状巣を作り入口から四方に受信糸を伸
ばしている。細長い体形で第 3脚が前を向
くのが特徴で，同様の種類に別種のコマツ
エンマグモとシマミヤグモがある。
古い樹のうろなどに潜むヤチグモ類やアシ
ヨレグモ，セスジガケジグモなども網は見
つかるがクモは発見しにくい。

(2)渓流付近の石の下にいるクモ
住む場所が特殊なうえに体長 3mm以下と
小さいため見つけにくいのがヨリメグモで
ある。中眼が接する（前中眼は小さい）。網
は円網の変形で水上に張られる。

(3)極小種
体長 1mmと小さいのがナンブコツブグモ
である。地表近くに球状円網を張り，中央
に占座する。狩蜂ナンブジガバチモドキが
狩るクモとして発見された。
ヒメグモ科の極小種ハイイロヒメグモは地
表近くの草間に住む。意外によく採集され
る。腹部黒色個体もある。
　　
(４)コサラグモ類　
 同定困難な種類が多い。写真で示したのは
地表近くの草間に多いチビアカサラグモで
全身オレンジ色。識別は専門家にまかせな
いと難しい。
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